
審査基準 配点

10

1-1
・業務目的を正しく理解し、実現性が高く具体的な進め方が的確に提案され
ているか。

5

1-2
・業務実績があり、得られた知見を本業務に活かす提案となっているか。
・土木行政の業務内容や行政情報システム業務知識など、当該事業を実施す
るために必要な専門的知識や情報を有しているか。

5

5

2-1
・システム機器等やサーバ等の性能に関すること
　検討にあたり、具体的かつ現実的、また効果的に提案されているか。

5

25

3-1
・画面設計、データベース設計等に関すること
　検討にあたり、管理者や利用者が使いやすいシステムが作成される方針と
なっているか。

15

3-2
・保守管理や障害発生時の対応に関すること
　検討にあたり、具体的かつ現実的、また効果的な提案がされているか。

10

20

4-1
・システム構築に関すること
　要件定義書を十分に理解した提案であるか。

10

4-2
・動作検証に関すること
　具体的かつ現実的、または効果的な実施方針が示されているか。

10

15

5-1
・マニュアルの作成について、利用者がわかりやすいマニュアルを作成する
工夫について提案されているか。
・提案する研修内容が、職員の理解を深める内容であるか。

15

15

6-1
・プロジェクト管理者は豊富な実績を有しているか。
・柔軟性や即応性を有した現実的な業務実施体制が提案されているか。
・プロジェクト管理に関する適切な提案がなされているか。

5

6-2
・宮崎県が予定する稼働時期を前提にしたスケジュールが提案されている
か。
・無理のない合理的な作業スケジュールが提案されているか。

5

6-3 ・情報管理の徹底が図られる提案となっているか。 5

90

審査基準

【（1－見積金額(税抜き)×1.1／上限金額）×10】 10

100

本業務にかかる見積金額について

技術点と価格点の合計

秘密保持と公平性の確保

技術点合計

見積金額による価格点

審査項目

スケジュール管理

業務実績等

２　システム構成の検討

システム構成の検討

３　システムの詳細設計

システムの詳細設計

４　システム構築及び動作検証

システム構築及び動作検証

５　システム利用者への支援

操作マニュアルの作成・研修の開催

６　実施体制等

実施体制

業務目的の理解

評価基準表

審査項目

１　全体事項


